
平成２５年度（第２回）原子力防災会議幹事会 

議事要旨 

 

１．開催要領 

  開催日時：平成２５年１２月６日（金）１０：３０～１１：００ 

  場  所：経済産業省本館２西３共用会議室 

  出 席 者：別紙のとおり 

 

２．議事次第 

議題１ 避難計画等の充実に向けた取組状況について 

議題２ 原子力総合防災訓練の実施結果について 

 

３．配布資料 

資料１ 地域防災計画・避難計画等の充実に向けた取組状況について 

資料２ 原子力総合防災訓練の実施について 

参考１ 地域防災計画の充実に向けた今後の対応（平成２５年９月３日原

子力防災会議決定） 

参考２ 共通課題についての対応方針（平成２５年１０月９日原子力防災

会議連絡会議コアメンバー会議策定） 

参考３ 平成２５年度原子力総合防災訓練実施状況 

 

４．会議概要 

（１）議題 

  （議題１） 

・ 金子原子力規制庁原子力防災課長から、資料１に基づき、地域防災計

画・避難計画等の充実に向けた取組状況について説明。 

・ 原子力防災会議開催までの避難計画策定の進捗等により、適宜、資料

１に反映・修正する可能性があることを留保しつつ、資料１のとおり、

原子力防災会議に報告することで決定。 

  （議題２） 

・ 金子原子力規制庁原子力防災課長から、資料２に基づき、原子力総合

防災訓練の実施について説明。 

・ 資料２のとおり、原子力防災会議に報告することで決定。 

（２）閉会 

   最後に、米村内閣危機管理監より挨拶。要旨は次のとおり。 

・ 9月以降、地域防災計画のより具体的な計画づくり等について、関係省

庁の皆様でチームを設置し取り組んでいただいた。 



・ 先ほど事務局から説明があったとおり、避難計画等が概ね具体化でき

ている地域とそうでない地域がある。まだ具体化できていない地域に

ついても、引き続き支援を継続していく必要ある。 

・ 前回の幹事会でも申し上げたが、基本的には、地域防災計画の作成は、

各自治体が主体であるが、実際に緊急事態が発生した場合には、関係

府省庁で取り組まなければならない課題やテーマが出てくる。 

・ このような課題やテーマを ToDoリストにまとめ、次に、それをどのよ

うに進めていくべきか考えることが大事。 

・ 地域防災計画の問題というのは、関係府省庁自らの問題であるという

認識の下、御尽力いただきたいということでお願いした次第。 

・ 実際に、そのような形で取り組んでいただいたことを心から感謝申し

上げたい。引き続き、こうした認識の下で取り組んで欲しい。 

 

（以 上） 

  



（別 紙） 
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